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＜連絡事項＞
なし

＜入室状況＞
【入院】
・鈴木　知子様～東病棟Bユニット1号室に医療保護入院となる。

【転出】
・田島　みね様～東病棟Cユニット5号室→南病棟Dユニット204号室

【ユニット移動】
[bookmark: _GoBack]・千田　悦子様～東病棟Bユニット1号室→東病棟Dユニット18号室

＜患者様連絡事項＞
・千田　悦子様～主治医から入院後1週間程度経って問題なければ西病棟に転出可の指示あり。

・磯島　沙也加様～母様来院し、主治医面談を行っている。母様に状態報告し、血糖に関する治療の必要性を伝えている。6/21に採血の行い、その結果から6/26　16：00に再度主治医面談を行い今後の方向性を決めるとのこと。今後は西病棟に転出することも併せて説明している。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前、午後一時間ずつの開放観察実施。他室侵入頻回にあり自制出来ず。時間早め開放観察終了する。自室内では静穏に過ごされている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

＜小栁Dr診察＞
・宮　誠肯様～主治医から診察あり。西病棟への転出許可頂いている。

・伊藤　宏一様～主治医からの診察あり。診察中、外泊の希望聞かれ主治医から許可あり。詳細の日時が決まり次第スタッフに声を掛けると話されている。併せて血圧高値であることを報告し、明日からアムロジピン再開との指示あり。また、主治医から西病棟に転出の許可あり。

その他の患者様の指示内容・処方に変更無し。

＜入院患者様情報＞
日　　時：令和6年6月5日　　14：27
　氏　　名：鈴木　知子（すずき　ともこ）様
　生年月日：昭和45年11月17日(53歳)
　病　　名：統合失調症
　性　　別：女性
　主 治 医：田名部Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Bユニット

　＜経過＞
　当院へは4回の入院歴あり。前回令和2年7月4日に退院後は通院と
　訪問看護の利用を継続していた。令和4年8月14日子宮体癌と十
　二指腸癌の手術の為八戸市民病院へ入院。退院後より不安感の訴
　えや希死念慮が増強し同年9月14日当院受診。精神症状の悪化が
　認められたことから症状改善目的のため当院5回目の入院となる。
　入院後は被害的な妄想や幻聴があり、頻回に頓服薬を使用して
　いた。精神症状が徐々に安定し令和5年5月頃より見学や体験外
　出泊を実施。退院に向け服薬自己管理導入しているが、ミス無く
　セット・服用する事が出来、当院での薬物療法による治療は終
　了し退院後の環境が整った為令和5年11月3日障害者生活訓練施
　設青山荘へ退院となる。退院後は定期的に受診を行っていたが、
　R6年5月頃より部屋の中で叫ぶことや、気分が不安定になること
　がみられており日課もままならない状況にあり、診察の際に薬
　剤調整など行うも意欲低下著明で日課が全く行えず、食事も促
　しでも摂取が進まず、あまりとれておたず頓服の服用を促して
　も拒否強く、施設内でも対応に苦慮している。本人からも入院
　治療の希望が聞かれており、施設としても入院を希望され入院
　対応となる。
　　上記経過により東病棟Bユニットに医療保護入院となる。

